
School Sketches 
●論 説      

横浜国立大学     

    

 

特　集　 新しい時代を拓く子どもたちの 
主体的な学びの充実を図るカリキュラム・マネジメント 
～教科等横断的な視点に立って育む資質・能力～ 

教育随想 

中 村 富 安  

教育随想 
独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）参与 
経済産業省国際博覧会交渉官 
2020 年ドバイ国際博覧会（万博）日本政府代表 

中 村 富 安  

名誉教授 髙 木 展 郎 

●提 言  
    鋳岩社会式株

伝統工芸士 三代目清茂   八重樫   亮 

●解 説      

岩手県立高田高等学校  盛岡市立土淵小学校・土淵中学校 
校長   須 川 和 紀  校長   畠 山 雅 之 

   

岩手県立盛岡ひがし支援学校  八幡平市立寄木小学校 
校長   佐 藤    信  校長   藤 嶋 茂 美 
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室 和 ル ー プ 内 屋  音 楽 室  

廊 下  教 室  体 育 館  

  

       

カメラレポート 
陸前高田市立気仙小学校 
〒029-2204　 岩手県陸前高田市気仙町字愛宕下１番地５ 

 

校 
訓  



 



 教 育 随 想     
ＪEＴＲＯ人生、万博人生     

独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）参与    

中 村 富 安 
経済産業省国際博覧会交渉官   
2020年ドバイ国際博覧会（万博）日本政府代表    

    
 刊行に寄せて     
新しい時代を切り拓く  本県学校教育を支える「現場に役立つセンター」を目指して  
 岩手県立総合教育センター 所 長 岩 井   昭  
    
特 集     
新しい時代を拓く子どもたちの主体的な学びの充実を図るカリキュラム・マネジメント 

～教科等横断的な視点に立って育む資質・能力～ 
    

◆論  説◆     
子どもたちの主体的な学びの充実を図るカリキュラム・マネジメント  

横浜国立大学 名誉教授  髙 木 展 郎 
    

◆解  説◆     
「主体的な学びの充実」からのアプローチ    
地域と協働した高田高校未来創造プロジェクト  
～総合的な学習（探究）の時間T×ACTION PROJECTの取組～「高田高校らしさ、ならでは、だからこそ」 

岩手県立高田高等学校 校 長 須 川 和 紀 
    
「カリキュラム・マネジメント」からのアプローチ   
主体的な学びの充実を図る  盛岡西峰学園の小中一貫教育の取組  

盛岡市立土淵小学校・土淵中学校 校 長 畠 山 雅 之 
    
「特別支援教育」からのアプローチ    
特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメント  －学校のグランドデザインの作成を目指して－ 

岩手県立盛岡ひがし支援学校 校 長 佐 藤    信
    
「コミュニティ・スクール」からのアプローチ   
カリキュラム・マネジメントを支える仕組み  小学校におけるコミュニティ・スクールの可能性 

八幡平市立寄木小学校 校 長 藤  嶋  茂  美 
    
◆提  言◆    

  のもるあに先のそ。いなれ恐を化変  ？てっ統伝
株式会社岩鋳  伝統工芸士  三代目清茂   八重樫    亮 

    
◆実践事例◆    
無形文化遺産「早池峰神楽」の里で生きる力を育む －地域を学ぶ・地域から学ぶ「大迫学」－ 

花巻市立大迫中学校 教 諭 小笠原 康 喜 
    

 発表会記録  平成30年度第62回岩手県教育研究発表会 
◆全体会     
講演会   「資質・能力を育むカリキュラム・マネジメントの実現」  

千葉大学 教育学部 特任教授  天 笠   茂  
   

提案授業 単元名 「田沢湖のクニマス問題を考えよう」～どうなることが「問題解決」と言えるのか～ 
主教材 「幻の魚は生きていた」（光村図書 国語１） 

岩手県立総合教育センター 研修指導主事 早 川 貴 之 



研究・実践交流 
◆研究報告  英語を用いて豊かに表現できる生徒の育成 

～教科書の題材内容を活用してふるさとの魅力を発信する活動の工夫～  

 諭 教 校学中野遠立市野遠 浅 沼 美紀子 
◆研究報告 学校組織マネジメントの在り方に関する研究 

～学校現場における働き方の意識改革の取組を通して～ 
 千 長 校 校学小谷鳥石立市巻花 葉    勉 

◆指導実践 盛岡工業高等学校定時制の取り組み ～定時制におけるキャリア教育の実践～ 
 岩手県立盛岡工業高等学校定時制 副校長 小田中 達 夫 
◆実践交流 子どもはどこを見ているのか？ ～保育者の思いと子どもの興味～ 

（第10回幼稚教育実践会 発表内容） 
 修紅短期大学附属認定こども園 主幹保育教諭 小野寺 郁 子 
◆教材開発 地域資源を活用した地学授業の実践  三陸ジオパークの教材化を通して 
 宮古市立重茂小学校 教 諭 滝 川 加奈子 
 
 岩手県立総合教育センターからの発信 
◆研究紹介 論理的思考力を育むプログラミングの体験の在り方に関する研究 

－小学校における総合的な学習の時間の指導を通して－ 
 

 高 事主導指修研  橋 光 広 
 高等学校における特別支援教育の推進に関する研究 

－校内研修プログラムの作成及び各校のニーズに応じた活用を通して－ 
 事主導指修研  金 田 美輝子 
    

◆教師のためのワンポイントアドバイス 
＜学級経営Q&A＞ 特別支援学級の学級経営で大切にしたいこと 

 由 代 田 事主導指修研任主  希 
＜教科指導Q&A＞ 中学校理科における授業づくりのポイント 

３学年「月や金星の運動と見え方について」の授業づくりを通して 
 池 菊 事主導指修研  新 司 

＜教科指導Q&A＞ 小学校家庭科における新学習指導要領改訂のポイント 
 代 満 田 千 事主導指修研任主  

＜ Q&A＞ 特別活動における「合意形成」と「意思決定」  
－ホームルーム活動の充実を図る指導の在り方について－ 

 彦 幸 田 吉 事主導指修研  
＜教育相談Q&A＞ 事例から考える不登校傾向への理解と支援  －感覚処理特性の視点から－ 

 川 外 事主導指修研  直 美 
＜特別支援Q&A＞ 特別支援教育学級における自立活動の指導 －肢体不自由児の目標設定を通して－ 
  研修指導主事 阿 部 真 弓 

    
 編集後記     
 
 カメラレポート  陸前高田市立気仙小学校 （表紙・表紙裏・裏表紙・裏表紙裏） 

 
 教育随想執筆者プロフィール  中 村 富 安（なかむら とみやす）  
昭和29年岩手県北上市生まれ。昭和52年上智大学を卒業し、日本貿易振興会（当時）（JETRO）に奉
職。JETROでは主に展示事業に携わり、多くの国内外展示会や万博を担当。インドネシア３回、ナイジェリ
ア、韓国に通算18年駐在し、日本との貿易投資促進業務に従事。展示事業部長を務めた後、平成23年に理
事に就任。平成27年に理事を退任し、参与となる。平成29年にはアスタナ万博（カザフスタン）日本政府
代表を務め、平成30年からは2025年大阪万博誘致政府特使を務め誘致に成功。同年、2020年ドバイ万博
日本政府代表に就任し、現在に至る。 



 
 



 

 

 

特 集  
 

新しい時代を拓く子どもたちの 

  主体的な学びの充実を図るカリキュラム・マネジメント 

 

   ～教科等横断的な視点に立って育む資質・能力～ 
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中坊徹次は、「幻の魚は生きていた」という
本において、「クニマスは、人の手による環境
の改変によって多くの生物と共に田沢湖から
姿を消した。しかし、移植先の西湖は、クニ
マスが産卵して生存できる条件を備えていた
ので命をつないでいた。環境を変えてしまう
のは、一瞬。だが、それを元に戻すには、気
の遠くなるような時間と労力が必要である。
それでもクニマスが再び田沢湖で見られる日
を願い、現実を踏まえて少しずつ歩いて行か
なければならない」と述べている。 
ここでいう「少しずつ歩いていかなければ

ならない」とはどういう
いことであろうか。それ
は、理由があるとはいえ、
自分たちの文化を自分達
の手で壊すことにつなが
った田沢湖の環境（水質）
を元に戻すことである。
人々の願いとして「もう
後悔したくない」「文化を
続けていきたい」「自分達
の文化を再構築する」と
いう思いが感じ取れた。
自分達のしてしまった行
動について深く考えてい
る結果である。 
私は中坊氏の提言に対

して、確かに「少しずつ歩いていかなければ
ならない」という言い方に深い意味があり、
それが田沢湖の環境を変えていかなければな
らないというのには納得ができるが、なぜそ
もそも「少しずつ歩いていかなければならな
い」という表現にこだわっているのかが疑問
である。強く主張したいのであれば、「前を向
き、自分達の行動を改め、進んでいかなけれ
ばならない」というのでも良いのではないか
と思う。 
人間の生活と生き物や環境にかかわる問題

は、「田沢湖のクニマス問題」だけではない。
問題になり続けている「地球温暖化」もそう
である。二酸化炭素の増加で気温が高くなっ
ていき、大陸が沈みはじめたりしている。こ
れらは全て、人間が自らの手で環境を壊して
いるのに変わらない。そこで、改善するため
に、木を植える活動や、そのほかにも色々な
ことをして仕方ない環境問題をなおしてきて
いる。 
 私は、日本だけでなく他の国でも環境問題
があるし、その他の原因が自分達になってい
るので、それなら改善するときも、自分達の
手でしていきたいと強く思った。 



 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 
 

Program Volcanoes in Japan  
 

Program Sushi-Go-Around in the 
 World  

 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Program A Trip to Finland
 

Program Gulliver’s Travel
 

Program A Work Experience 
Program in  
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